
志木駅南口駅前広場を整備します 

志木駅南口駅前広場は、通勤通学や本市を訪れる方々をお出迎えする北の玄関

口として、多くの方にご利用いただいています。この度、利便性を向上と交通の

要所としての施設の充実を図るため、駅前広場を再整備することとしました。現

在、平成２９年度の工事着手に向け、実施設計を行っておりますので、その概要

をお知らせします。 

 

 

駅前広場の設計コンセプト 

・ 駅前広場の中心部に緑地帯を設置し、武蔵野の雑木林の面影を残した緑豊か

な「新座」をイメージさせる空間をつくります。 

・ 新たに設置する大屋根は、高さに変化をつけ、折り重なるように配置し、武

蔵野の雑木林をモチーフとしたものにします。屋根材には、ガラスを用い、屋

根の下面に設置するルーバーにより差し込む光を軽減し、やわらかなこもれび

のような光が差し込む空間をつくります。 

 

 

計画している主な事業 

○ 駅前広場の地下に約１千５００台収容の地下自転車駐車場を設置します。 

○ バス・タクシーの乗降場所に大屋根・シェルターを設置します。 

○ 県道から駅前広場への車道の出入口を１か所に集約して、交差点を改良し、

安全性の向上を図ります。 

○ 駅前広場内に市内循環バス「にいバス」の乗降場所を設置します。 

○ 駅前広場中央に緑地帯、タクシー・路線バス待機スペースを設置します。 

○ 道路の線形を改良し、バスやタクシーが乗降場所に寄せやすくなり、歩道と

車両の隙間が少なくなります。 

○ 障がい者優先乗降場所を駅舎出入口付近に設置します。 

○ バス乗り口付近にベンチ代わりとなる寄りかかれるタイプの横断防止柵を設

置します。 

○ 駅舎の出入口の正面に市内の主要な施設などを表す総合案内板を設置します。 

○ 電線類を地中化します。 

 

 

これまでの経緯 



平成２５年度から平成２７年度までの約３か年の間に、１１回に及ぶ『志木駅

南口周辺整備懇談会』を開催し、近隣の自治会や商店会、学識経験者、交通事業

者、新座警察署、埼玉県などの多くの皆さんに委員をお願いし、貴重なご意見を

頂きました。頂いたご意見を基に、平成２６年度及び平成２７年度に基本設計を

行い、今年度、工事を発注するための実施設計を行っています。 

 

 

これからのスケジュール 

平成２９年８月ごろの工事着手を目標に手続を進め、平成３２年３月に工事完

了予定です。工事スケジュールの詳細が決まり次第、改めてお知らせします。 

 

 

（問合せ）まちづくり計画課都市計画係 

（℡０４８－４２４－９６１３） 

      

 

 


